
協会の活動紹介 と 最近の注⽬トピック報告
⼀般社団法⼈シェアリングエコノミー協会 公共政策部⻑ 安井裕之
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1. 協会の概要紹介

2. 政府や公的団体との連携事例紹介

（シェアエコの歩き⽅、国際標準化、J-Startup Hour）

3. シェアリングエコノミー認証マーク

4. ユーザー向けガイドライン

5. 防災とシェアリングエコノミー
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SHARING SOCIETY 個人主役の経済へ。

⽇本経済は、⼤企業中⼼の設計だった。
教育、働き⽅、⼈⽣設計、まちづくりまであらゆる物事が、“⼤企業”という論理構造から逆算され、
作られてきた。多くの⽇本⼈が、そのピラミッドの中で⽣きてきた。

しかし、これほどモノや情報が溢れ、技術⾰新が起こる時代に、その仕組みは賞味期限が切れている。
もっと他のやり⽅がある。その事実に、私たちは気づいている。

そこで⽣まれたのが、シェア。
シェアリングエコノミーというのは、これまでの延⻑にあるビジネストレンドではなく、
経済の主役を変えるパラダイムシフトなのだ。

⼤企業中⼼の経済から、個⼈中⼼の経済へ。

シェアという発想が個⼈と個⼈をつなぎ、国、地域、NPO、企業、⼤学などが垣根を越えて、
⼀⼈ひとりが主役になれる社会をつくっていく。
そんな“シェアリングソサエティ”こそが、次なる⽇本経済のコンセプトだと私たちは信じている

これからは個⼈をエンパワーメントする組織だけが⽣き残り、経済は画⼀的なものではなく、
もっと関わる⼈の⾎が通った、⼿触りのあるものが、⼈や地域の数だけ⽣まれていく。

新しい時代の主役は、“誰か”ではない。
すべては、あなたのアクションから始まるのだ。
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協会が取り組んでいること

● シェアエコ 関連政策の推進

● 規制課題へのロビー

● PF全体に関わる横断的なルール整備
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消費者庁 「共創社会の歩き⽅ シェアリングエコノミー」の公表
（後述）

政府や公的団体との連携事例紹介
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安⼼・安全の確保に向け、政府や公的団体と様々なレベルで連携。

経産省・
⽇本規格協会

シェアリングエコノミーの国際標準化の推進
（後述）

経産省
J-Startup Hour 
“「プラットフォームビジネスの安全、責任をどう守る︖”
開催（11⽉・12⽉の全2回）



シェアリングエコノミー認証マーク
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新たに、2サービスを認証（2019年11⽉）。雇⽤関係や越境取引などが
新たなテーマとなり、安全・遵法の確保を進めていくことに。



シェアリングエコノミー認証マーク
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シェアリングエコノミー認証マークの取得企業の上場が相次ぐ。
ここからさらに、マークの認知度・浸透度を⾼めたい。

株式会社マクアケ
「Makuake」

12⽉11⽇
東証マザーズ上場

ランサーズ株式会社
「Lancers」

12⽉16⽇
東証マザーズ上場

株式会社スペースマーケット
「SPACEMARKET」

12⽉20⽇（本⽇）
東証マザーズ上場



ユーザー向けガイドライン
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「共創社会の歩き⽅ シェアリングエコノミー」の公開に合わせ、
シェアサービスのユーザー向けのガイドラインを公開。



防災とシェアリングエコノミー
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平内閣府副⼤⾂との意⾒交換（10/29）

• 平内閣府副⼤⾂及び内閣府防災担当と意⾒交換
• 副⼤⾂より、防災にシェアの概念を取り⼊れるべく、

「防災⺠泊」の導⼊も含めて、協会で提⾔を整理して
ほしいとのご要請を頂いた

⾃⺠党⻘年局との連携
• 事業者7社（Airbnb、akippa、キッズライン、クラウ

ドワークス、助太⼑、Makuake、Mellow）とともに、
⾃⺠党⻘年局との意⾒交換会を実施（11/19）

• キッズラインとともに、福島県いわき市への視察に同
⾏（12/16）

• ⻘年局との協定締結も含めた連携づくりに向けて継続
的に検討を⾏っていく

シェアサービスを活⽤した防災・被災地⽀援の取組みの強化に向けて、
政府及び事業者との協議を開始。


